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 要  旨 
本研究の目的は，インタラクティブアートに容易く応用できるデジタルカラーセンサの色検出
方法を開発することである．近年，高性能で小型の電子デバイスが安価に購入可能になり，個人
が作品に電子デバイスを組み込んで創作することが広がってきている．「色」はアートにとって重
要な要素のひとつであり，その検出が容易になれば，電子デバイスを表現に組み込むことの可能
性はさらに広がるであろう． 
そもそも色を厳密に認識するには，照明光の分光分布特性，対象物の反射特性，人間の眼の特
性を考慮しなければならない．そのため，厳密な色検出の研究を行うには専用の測定機械を用意
することが必要不可欠である．しかしながら，本研究では，専門家ではない一般の人々がなるべ
く簡単にインタラクティブアートを作ることを想定し，厳密な色検出を伴わない状況で開発を進
める．小型ながらそのような目的に十分な色検出を行うことが可能な浜松ホトニクスのデジタル
カラーセンサ S9706を用いて，色検出方法の構築を考える．  
研究ではまず，照明用白色 LED とカラーセンサを組み込んだセンサ部を用意し，これを物体
に近づけて色を検出する回路と，データを読み取るためのパソコン上のソフトウエアを構築した． 
次に，様々な色の色紙を用意し，設定した角度で色を検出する実験を行い，色ごとのデータを
測定した． 
その後，別のフルカラーLEDに検出した色を表示するために，測定値から得られた補正式を組
み込んだソフトウエアと LED制御回路を作成し，検出色を LED出力させるモジュールを開発し
た． 
これまで，インタラクティブアートにおいて色の認識は，カメラとコンピュータを使った画像
認識によって行われることが多かった．しかしながら，本研究で実験したデジタルカラーセンサ
を組み込んだ技法を使えば，大掛かりな装置を必用とせず，小さな構成で色の認識を行うことが
できる．小型なデバイスで検出した色を LED や他の出力に繋げられるため，作品のデザインの
部分においての自由度が広がり，身に着けたり簡単に持ち運びができる作品へと，表現の幅を広
げることができたと考えられる． 
 
 
